
 

 

       

SEVENS：７回膜貫通ヘリックス型受容体の総合的機能解析データベース 
○諏訪牧子１）、小野幸輝１，２）、 １）産業技術総合研究所 生命情報工学研究センター、２）（株）情報数理研究所 

★７本の膜貫通へリックス型受容体（主にＧＰＣＲ）は、細胞膜中に存在し、多様な種類のGPCR各々に細胞外側から 

 神経伝達物質、ホルモン、ペプチド、核酸、匂い物質等が結合することで、細胞質側から共役するGタンパク質が活性化  

 され、その種類によってその後の細胞内への情報伝達の経路が決まる。 

  多くの場合、この情報伝達システムの異常が、高血圧、喘息、心臓病、炎症、癌などの重篤な疾病を引き起こすこと 

 から現在、世界で出荷されている薬の30%近くが、この受容体が関与するシステムの制御を目的としており、新規な薬物 

 開発を行う上で重要な研究対象である。 

 

★創薬等の観点からはこれら全ての遺伝子を保有し、機能情報を網羅的に解析することが求められるが、実験ではコスト 

 と時間であるため極めて困難であり予め計算手法で機能を解析・予測してデータベースかすることが求められている。 

 SEVENS（http：//sevens.cbrc.jp)はこれを目的としたデータベースである。 

 

★実験で発現が確認されていなくても、ゲノム上に確かに存在し、発現可能性のある遺伝子全てを含むことが 

                                         大きな特徴である。 

 
 

現在、43 真核生物種に対し、28,545 遺伝子を 

収集している。 
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相同性検索結果 
Swiss-Prot へのリンク 

全配列による系統樹 

トップページ： 

 生物種をクリック 検索画面： 

  染色体マップからの検索例 

 

 

予測Disorder領域 

   by Disopred 

予測膜貫通領域領域 

 by ＳＯＳＵＩ 

染色体マップの拡大図 

既知の 

転写制御領域 

リンク先ポータルサイト 
 

①Nucleic Acid Res, 

  Molecular Biology Database 

 

②文部科学省・経済産業省 

 統合データベースプロジェクト 

 

③生命情報工学研究センター 

収納した遺伝子配列の詳細 

データ収集のためのプロトコル 


